
 

 

 

 

 

 

 

   

１１月２日に、PTA研修部の企画による視察研修が行われました。視察先の事業所や参加された保護者の皆

様からの声などを紹介します。 

Aコース mirai株式会社 ミライファーム 

事業所名 ミライファーム（すげさわ） 

種別 就労継続支援 B 型 

所在地  山形市江南２－９－１３ 

定員 ２０名※（すげさわと柏倉を合わせた人数） 

作業内容 

 

動物のサプリメントの軽量、袋詰めなど 

◆アンケートより 

・事業を立ち上げて間もない事業所さんにもかかわらず、働いている方がとても落ち着いて仕事をしている姿

を見ると、職員の方々の人柄の良さを感じ、とてもいい事業者さんだと思いました。 

・アットホームな雰囲気で、商品の袋詰め、梱包作業 etc.していて、皆さん一生懸命作業を行っていてコツコツ

自分のペースで取りくめそうな仕事場でした。 

・「山形一の工賃を目指している」とのお言葉からも伺えましたが、利用者に寄り添った事業所でした!! 

・仔牛に与えるミルクの粉を製品にする部屋とヒヨコに与える薬を製品にする部屋に分かれて、黙々と落ち着

いて計量されている皆さんの姿が印象的でした。至るところに利用者のやる気を引き出す工夫もされていて、

今後、製品の出来高推移によっては工賃も上げていきたい！と仰っていた事も個々の向上・成長に繋がって

いると感じました。 

 

事業所名 ミライファーム（柏倉） 

種別 就労継続支援 B 型 

所在地  山形市柏倉 387 

定員 ２０名※（すげさわと柏倉を合わせた人数） 

作業内容 

 

水耕栽培による野菜の生産（種まき、容器洗

い、収穫、計り、袋詰めなど） 

◆アンケートより 

・水耕栽培をしている所を見学させていただきました。緑豊かで、目にも人にも優しい環境で仕事をしていて、

ぜひ我が子にもと思いました。オーナーさんも気さくな方で、込み入った話をして下さり、とてもいい研修をさせ

ていただきました。この研修を企画してくれた方々に感謝します。ありがとうございました。 
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・水耕栽培を初めて見学しました！作業内容も無理なく出荷先への配達まで楽しく続けられそうな内容でした。 

・ラジオ好きな利用者さんがいるから、と、水耕栽培の作業所でラジオが流れていたり(そんなに大きな音でな

く)、午前出勤したら工賃いくら、午後からの人は時給いくら、など「１日〇〇円」の枠だけでない工賃設定をさ

れていました。「ともかく家を出て作業所までこられるだけで💮(花丸)」との言葉が印象的でした!! 

・施設の中で水耕栽培の野菜やお花を育て、製品にするまでの工程を分担してお仕事されていることに感銘を

受けました。一人一人が自分の役割を意識しながらお仕事されている様子が感じとれました。 

 

Bコース ビバウェーブ山形駅前店、manaby（マナビー） 

事業所名 ビバウェーブ山形駅前店 

種別 就労継続支援 B 型 

所在地  山形市幸町 6-1  

デーシーエスレッツ山形ビル 4F 

定員 ２０名 

作業内容 

 

ペン入れ、シール貼り、フルーツキャップ、自社

製品など 

◆アンケートより 

・静かに黙々と作業に取り組んでいることにびっくりしました。駅の近くで利便性もよく、明るくきれいな事業所

でした。 

・自社製品がすばらしく、小物作りが好きな方にはいいなと思いました。 

・とても静かな環境で、みなさんもくもくと働いていました。集中して作業したい人には適した感じでした。 

 

 

事業所名 manaby（マナビー）山形事業所 

種別 就労移行支援 

所在地  山形市十日町 1-1-34 リアライズ山形駅前

通ビル 2 階 

定員 ２０名 

訓練内容 

 

パソコンスキル 

                                                  ※画像は事業所のホームページより。

◆アンケートより 

・“就労移行支援”という形は、一度も見学したことがなかったので、 

仕組みを教えていただき、勉強になりました。 

・パソコンの使い方、プログラミングなど、事務系のスキルを身につけ 

る場所でした。ちょっと(かなり)ハードルが高い事業所のようでした。 

就労移行支援は、言葉は知っていてもどんなところなのかわからな 

かったので、勉強になりました。役員の皆様ありがとうございました。 

・就労移行支援が一生のうちで２年しか利用できないことを初めて知りました。知的の方も利用されていると説

明の時にありましたが、内容的に情緒の人が多いような感じがしました。 

裏面もご覧ください➡ 



Ｃコース  グループホーム しゃるどね 

事業所名 社会福祉法人友愛会 しゃるどね 

種別 障がい者グループホーム（木造２階建て） 

所在地  山形市富の中三丁目 4 番 17-13 号 

定員 ２０名 （１棟１０名ずつ ２棟ずつ） 

利用内容 

 

朝夕の食事提供 

生活支援 

◆アンケートより 

・初めてグループホームの見学でした。とてもきれいで、1 人 1 人のプライバシーが保たれていて、びっくりしま

した。 

・なかなか中を拝見する機会がないので、今回参加出来て良かったです。新しい建物で魅力的でした。ある程

度、自分でやらないといけない部分もあるので、自立を目指してできることを増やす必要があると感じました。

既に定員となっていることをお聞きし、待機期間も考えて探す事が参考になりました。 

・グループホームはまだ先と思いつつ、見学させていただき、生活ペースが参考になりました。 

・グループホームの見学はまだ先でいいかな？と思っていましたが、将来の事を考えると、今のうちから視野に

入れて考えていきたいと思いました。グループホームの特徴や制度的なお話も聞けて勉強になりました。 

   

※画像は事業所のホームページより。 

 

 

 

卒業生が利用している事業所を訪問した際に、７名の卒業生にインタビューをしました。「仕事内容」「やりが

いのある仕事」「大変な仕事」「学校でやっておいてよかったこと」「もらったお金の使い道」「みんなへのメッセ

ージ」などの質問に答えて頂きました。どの方も自分の仕事にやりがいをもち、大変な仕事も頑張っていること

がうかがえました。 

「学校でやっておいてよかったことは？」の質問には、あいさつ、時間を見て行動すること、作業と体育（仕事

で体力が必要だから）、数学（仕事で数を数えるから）などの答えが返ってきました。あらためて、日々の学校生

活と将来の生活のつながりについて感じたところです。インタビューの詳しい内容は 

進路の掲示板に掲示してありますので、ご来校の際にはぜひご覧ください。 

進路の掲示板を更新しました！  「卒業生インタビュー」 

 

 

 

大場     渡辺      山口 


